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熊本の最低賃金全国ワースト1位 
熊本の法人収入全国ワースト１位
※がくぜんとするこの数字ですが、ほとんどの生活必需品
が高騰する中、確実に私たちの生活はひっぱくし始めてい
ます。今年度の予定歳入総額は3790億円。私はこれまで
の様々な経験を活かし現状を正しく分析して、熊本市民の
収入を底上げするための対策を練ってまいります。

半導体の工場建設で熊本の雇用拡大が期待されていますが、
それに付随したスクールや住宅建設なども進み、近々大勢
の外国人が移住して来られます。
今回起こった熊本市条令問題等も含め、私は

に取り組みたいと考えます。

第１回定例会における一般質問で、下記について取
り組みました。
半導体関連産業の進出に伴う環境整備について
　(1)日本の習慣、モラルに関する国外からの移住者   
       への積極的な取組について
　(2)相談窓口の設置について

私が掲げる地域の課題 活動の現状

今江津湖にはブラックバスやブルーギルといった、外来種
生物が数多く生息しています。また、ブラジルチドメグサ
やボタンウキクサなど江津湖に元々存在しなかった水草が
広く繁茂し在来種が絶滅傾向にあります。そして江津湖の
底には一部の場所で陶器の欠片などが散在し、江津湖の環
境が損なわれている現状です。こういった

と思いま
す。

市役所みどり公園課の担当職員の皆さんに問題点を
指摘し、陶器の欠片拾作業の改善などに取り組んでい
ます。また、第１回定例会における一般質問で、江津
湖問題について取り上げました。
熊本市における地下水保全について
   (1)熊本市地下水保全条例に見合った取組、対策の概 
       要について
　(2)条例第21条違反となる使用の用途や採取量につ
       いて
　(3)水前寺海苔の栽培復活について

外　国　企　業　誘　致　に　伴　う　施　策　を　！

豊　か　な　江　津　湖　を　復　活　さ　せ　た　い　！

熊　本　の　経　済　を　活　性　化　し　た　い　！

第２回定例会の決算質疑において、経済活性化の根
幹である若手就業者について質疑しました。
■若手就業者の流出抑止について
   (１)令和４年度のしごと学びＷＥＢライブについて
※今後は地元企業の育成に繋がる政策施策を提案し
たいと考えています。皆様に是非お知恵を頂けたら
 嬉しいです！

熊　本　市　民　に　安　全　安　心　な　食　を　！

第２回定例会の決算質疑において、有機農業を拡大す
るための改案提案しました。
■環境に配慮した農業について
（１）これまでの推移について
（２）更なる事業推進に向けた取組について
※農業者の収入アップが食料自給率のかなめだと考え
　ます。今後はその為の施策に取り組んでまいります。

熊本市農業者の平均年齢は６２歳！！
専業農家数が10年前より2千軒減少！
※農林水産省調べ
昨年から食料品などが異常な値上がりをみせる中、熊本市
の農家減少が止まらない状況です。原因は平均年収が３０
０万円という低さでは？　私は

できるよう、そして近隣の農家さんを守れ
るよう、農業後継者育成等のための施策に取り組みます。

不登校は全国でも大きな社会問題となっていますが、熊本
市の不登校生徒数は2760人（令和4年末調べ）と、我が
街でも例外ではありません。大人側の責任として子供の個
性に応じた学習ができる場を保証していく必要があります。
私は

が可能なフリースクールを正式な学校として認定できる
ような条例作りと、誰もが教育を選択できる環境構築に取
り組みます。

12月の一般質問で、フリースクールに行きたいお子
さまの保護者の方(不登校児の保護者)に特化した補助
金制度の要望に向けて、現在調整中です。
※“考える大人”になり、一人一人の才能が100％
活かせる教育を目指します！

オ  ル  タ  ナ  テ  ィ  ブ  ス  ク  ー  ル  の  充  実 ！

『予算決算委員会』
　の動画はこちら ➡

『本会議一般質問』
　の動画はこちら ➡



【歴史クイズ】熊本の偉人
～ この人は誰でしょう？ ～

答えは、

『井上 毅』 でした。

天保14年12月〜明治28年3月17日（1844年〜1895年3月17日）
幕末の熊本藩士、明治政府において官僚・政治家となる。

などの起草者として有名、幼い頃より
〝神童″と謳われた司法の天才である井上毅。近代日本の
礎を築いた熊本が誇る偉人です。

詳しくはこちら！ ➡

こわし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ってどんな人？

「くまもと歴史探訪」

　それは、
という会話からはじまりました。以前から議員になったら必ずやりたいと考えてい

た「出水地区の用水路整備」について、周辺住民の方から話を聞いたときに冒頭で逆質問され
たものです。
「わからない」と答えると、それから30分もの間丁寧に説明をしてくださいました。
以下はその内容です。↓

〝あの用水路の名前は、『一の井手』と言います。昭和28年の大水害の時、鶴屋百貨店の2階
まで浸水したというのは有名な話ですが、この時、実は、現在毎年水害に遭う国府・出水地区
は、当時住宅だった場所を除いて水に浸かりませんでした。ちなみに、『一の井手』とは、加
藤清正公が渡鹿堰を造成したとき、「一の井手」、「二の井手」、「三の井手」と追加造成し
たものです。渡鹿堰から走る、この三つの井手は、ピンクの部分（図1）の田畑を水で潤し、
豊作に導くための用水路でした。用水路は、下流に行けば行くほど、このように（図2）段々
と細くなっていきます。なぜかと言うと、ピンク色の部分は全て田畑だったためです。つまり、
昔は途中途中でどんどんと田畑に配水して行き、末尾の地域になると水かさが減ってしまうた
め、水路の径を小さくして水かさを上げる必要があったのです。ところが、現在のピンク色の
部分はほぼ住宅です。田畑は皆無なので配水することはできません。したがって、渡鹿堰から
離れれば離れるほど、水が溢れ出し国府や出水付近は毎年水害に見舞われるようになってし
まったのです。“

→こんな「出水地区の用水路」ですが、来年度から大規模改修が始まることが決定しました！
状況については、追ってご報告させて頂きます。

図１：渡鹿用水

中央区出水在住
東 晴子さん

図2

全国有志医師の会→


